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今月は補聴器についてのお話です。 

 

加齢性難聴の主な治療には補聴器があります。今の補聴器は、使

う人の聞こえ方や周囲の環境に合わせて音声をきめ細かくデジ

タル処理し、騒がしい場所でも相手の声をよりはっきりと届けて

くれる製品が多くなっています。 

しかし、補聴器購入となると先送りし

てしまう人が多いと言われています。 

その原因として、補聴器が高額である

ことやどのように購入していいか分か

らないなどがあります。 

 

補聴器購入とその後の流れをみてみましょう。 

① 補聴器を購入する前に専門医の診断を受ける。  

② 補聴器販売店に相談。  

③ 補聴器の調整。 

 

 

 



 

 

① 補聴器を購入する前に専門医の診断を受けましょう。 

聞こえにくいと感じたら、まずは耳鼻咽喉科を

受診し検査を受けて補聴器が有効であるか診断

してもらいましょう。診断を受けず販売店から

直接購入することはトラブルの元です。状況に

よっては装用が適切でない場合があります。 

補聴器を購入する前に、必ず医師に相談しましょう。 

 

② 補聴器販売店に相談しましょう 

住まいや職場の近くの補聴器販売店に足を運んでみましょう。「どん

なお店なのか。どんな補聴器があるのか見てみよう」といった気軽な

気持ちでまずはお店に行くといいでしょう。 

できれば、一人で行くよりも家族や友人と

一緒の方が、お店のスタッフと話をする時

も聞き漏らすことがないので安心です。 

補聴器を購入した後も販売店とは長く付き

合うことになります。立地や休業日、営業

時間なども含めて通いやすいお店かどうか

を考慮して選ぶのも重要です。 

≪購入する際のポイント≫ 

 耳鼻科医からの紹介状を持って行きましょう。  

 ご家族などと一緒に行きましょう。  

 補聴器をどのように使用したいか「目的」を伝えましょう。  

 どんな時に聞こえにくいか等できるだけ細かく伝えましょう。  

 ご予算、価格等の相談もしましょう。  



 

③ 補聴器の調整 

補聴器は「購入して終わり」というわけではありません。「お店では

聞こえたのに、家に帰るとよく聞こえない」ということがあります。

その理由には、調整したお店の環境と実際に使われる環境が異なるこ

とがあげられます。聞こえ方や日常の環境は人それぞれです。それぞ

れの環境を考慮した微調整が必要です。 

満足できる補聴器は、使う人とお店が一緒になってつくり上げていく

といってもいいでしょう。 

そのため家や職場から近いことやお店の雰囲

気、補聴器の専門家として信頼できることなど

が重要です。 

 

いかがでしょうか。以上が補聴器購入までの流れとなります。 

補聴器の種類も様々ですが片耳だけでも数万円から数十万円します。

両耳に使用することが一般的なのでその倍の金額となります。 

次に補聴器の値段や補助金等の有無を見てみましょう。 

 

〜補聴器の補助金制度〜 

軽度から中等度難聴には適用されません。ある基準よりも重度の難聴

があり、身体障害者手帳を有していることが必要です。 

聴覚障害等級 

程度等級 判定基準 

２級 両耳の聴力レベルがそれぞれ100dB以上のもの 

（両耳全ろう） 

３級 両耳の聴力レベルが90dB以上のもの 

（耳介に接しなければ大声語を理解し得ないもの） 



４級 1.両耳の聴力レベルが80dB以上のもの 

（耳介に接しなければ話声語を理解し得ないもの） 

2.両耳による普通話声の最良の語音明瞭度が５０％以

下のもの 

６級 1.両耳の聴力レベルが70dB以上のもの（40ｃｍ以上の

距離で発声された会話語を理解し得ないもの） 

2.一側耳の聴力レベルが90dB以上、他側耳の聴力レベ

ルが50dB以上のもの 

原則として2級、3級に重度難聴用、4級、6級に高度難聴用が支給さ

れますが、例外もありますので目安としてお考え下さい。 

 

〜補聴器の医療費控除〜 

補聴器購入の費用は、医療費控除の対象となる場合があります。 

補聴器が必要か否かについては、診療を行っている医師の判断に基づ

きます。一般社団法人耳鼻咽喉科学会が認定した補聴器相談医が、「補

聴器適合に関する診療情報提供書（2018）」により、補聴器が診療等

のために直接必要である旨を証明している場合には、当該補聴器の購

入費用（一般的に支出される水準を著しく超えない部分の金額に限る）

は、医療費控除の対象になります。 

 

補聴器は、単に聞こえをサポートするだけでなく、毎日の生活をより

豊かにするためのツールとして活躍の場を拡げています。 

ぜひ、聞こえの生活を豊かにして、人生を満喫しましょう。 

 

 

 

✜✜ ひまわり薬局ではホームページも開設しています ✜✜ 
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